
防災機能築造延長（ｍ）所在区路線名対象高架橋名
避難路１９３２２０５淀川区主要府道大阪伊丹線三津屋高架橋
緊急交通路１９３２６６２北区国道１７６号中津高架橋
緊急交通路１９３２１９８淀川区国道１７６号北方貨物線高架橋
緊急交通路１９３２２０９淀川区国道１７６号阪急高架橋

１９３７１２８大正区，浪速区市道浪速鶴町線大浪橋高架橋
１９６９３７５淀川区国道１７６号十三バイパス高架橋

年
末
年
始
に
目
に
し
た
言
葉
で

最
も
心
に
残
っ
た
の
は
、
自
ら
の

紙
面
の
引
用
で
気
が
引
け
る
が
、

橋
梁
通
信
今
号
の
「
社
長
放
談
」

に
登
場
し
た
松
田
篤
・
三
井
Ｅ
＆

Ｓ
鉄
構
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
社
長

の
発
言
だ
っ
た
。

「
2
0
0
0
年
以
降
、
建
設
業

界
は
た
た
か
れ
続
け
ま
し
た
が
、

そ
の
中
で
も
我
々
は
生
き
延
び
て

き
ま
し
た
」

発
言
の
真
意
と
は
違
う
か
も
知

れ
な
い
が
、「
た
た
か
れ
」
は
メ

デ
ィ
ア
に
巣
く
う
公
共
事
業
「
悪

論
」「
ム
ダ
論
」
を
指
す
の
で
は

と
、
勝
手
に
推
測
し
て
い
る
。

橋
梁
通
信
は
昨
年
4
月
の
創
刊

以
来
、
専
門
紙
に
は
珍
し
い
「
主

張
」
欄
を
設
け
、
も
っ
ぱ
ら
メ
デ

ィ
ア
の
論
調
に
対
す
る
異
議
を
書

い
て
き
た
。
メ
デ
ィ
ア
の
「
こ
こ

が
お
か
し
い
」
を
橋
梁
業
界
の
人

が
知
り
、
イ
ン
フ
ラ
と
い
う
社
会

基
盤
の
整
備
に
尽
く
し
て
い
る
業

界
人
に
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
い
う
、
橋
梁
通
信
な
り

の
志
か
ら
だ
っ
た
。

主
要
紙
の
年
末
年
始
の
論
調
を

み
る
前
に
、
公
共
事
業
が
置
か
れ

た
今
日
的
な
状
況
を
確
か
め
る
。

安
倍
内
閣
の
国
土
強
靭
化
方
針

に
よ
り
、
頻
発
す
る
災
害
対
応
で

橋
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
強
化
に
向
け

て
3
か
年
で
緊
急
対
策
を
実
施
す

る
こ
と
も
あ
り
、
19
年
度
予
算
案

の
公
共
事
業
関
係
費
は
当
初
予
算

が
10
年
ぶ
り
に
約
7
兆
円
に
上
昇

し
た
。
公
共
事
業
費
が
減
り
続
け

た
流
れ
が
止
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
う
し
た
中
で
、
朝
日
新
聞
は

12
月
28
日
、「
災
害
列
島
に
生
き

る
」と
題
し
た
社
説
を
掲
載
し
た
。

「
国
土
強
靭
化
の
名
の
下
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
膨
大
な
資
源
が
投

じ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
命

を
守
り
切
れ
な
い
」と
い
う
の
だ
。

そ
し
て
、「
1
人
ひ
と
り
が
意

識
を
高
め
、
普
段
か
ら
備
え
、
地

域
と
つ
な
が
る
」「
個
人
の
力
に

は
限
界
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
日

頃
や
れ
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と

が
あ
る
。
防
災
情
報
を
理
解
し
、

使
い
こ
な
す
こ
と
だ
」「
行
政
と

住
民
が
向
き
合
い
、
災
害
リ
ス
ク

を
常
に
共
有
す
る
態
度
が
欠
か
せ

な
い
」
な
ど
と
続
け
た
。

そ
の
1
つ
ひ
と
つ
は
ご
く
当
た

り
前
の
こ
と
だ
が
、
率
直
な
印
象

と
し
て
、
公
共
事
業
に
対
し
て
い

ち
ゃ
も
ん
を
付
け
た
が
っ
て
い

る
、
と
い
う
感
じ
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、「
〜
の
名
の
下
に
」

と
は
、「
〜
」（
国
土
強
靭
化
）
は

大
義
で
、そ
れ
に
続
く
も
の（
イ
ン

フ
ラ
整
備
）
を
否
定
す
る
構
文
で

あ
る
。前
段
の
議
論
や
検
討
な
く
、

い
き
な
り
そ
う
表
現
す
る
の
は
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
＝
悪
と
い
う
無
意

識
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

ま
た
、「
そ
れ
だ
け
で
は
命
を

守
り
切
れ
な
い
」
も
、
論
理
的
に

お
か
し
い
。（
続
く
）

（
1
面
か
ら
続
く
）

大
阪
市
が
取
り
組
ん
で
い

る
、
桁
下
に
物
件
の
あ
る
高

架
橋
の
耐
震
対
策
。

そ
の
う
ち
、
阪
急
十
三
駅

の
北
側
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
の

支
線
で
あ
る
北
方
貨
物
線
を

跨
ぐ
国
道
1
7
6
号
の
高
架

橋
の
耐
震
補
強
、
橋
梁
補
修

等
工
事
に
つ
い
て
紹
介
す

る
。同

橋
の
工
事
区
間
は
淀
川

区
野
中
地
内
、
跨
線
橋
北
取

付
高
架
橋
Ａ
1
橋
台
〜
Ｐ
18

橋
脚
、
橋
長
94
・
4
ｍ
、
有

効
幅
員
11
・
0
ｍ
。
同
じ
く

南
取
付
高
架
橋
Ｐ
19
橋
脚
〜

A
2
橋
台
、
橋
長
1
0
3
・

6
ｍ
、有
効
幅
員
11
・
0
ｍ
。

北
方
貨
物
線
高
架
橋
橋
は

建
設
後
約
80
年
以
上
経
過
し

て
い
る
超
高
齢
橋
。
損
傷
も

著
し
い
た
め
、
耐
震
対
策
工

事
に
合
わ
せ
て
損
傷
部
の
補

修
も
講
じ
る
も
の
と
し
て
い

る
。

耐
震
対
策
工
と
し
て
は
、

橋
脚
柱
部
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

巻
立
て
工
（
過
年
度
施
工

済
）、
深
部
拡
幅
工
11
基
、

落
橋
防
止
装
置
1
8
0
基
、

落
橋
防
止
桁
連
結
20
組
、
鋼

板
接
着
工
4
2
1
㎡
を
行

い
、
橋
梁
補
修
工
と
し
て
は

断
面
修
復
工
、
ひ
び
割
れ
補

修
工
を
行
う
。

現
在
、
足
場
架
設
、
調
査

実
測
が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら

耐
震
対
策
工
、
橋
梁
補
修
工

に
入
る
予
定
だ
。

工
事
を
担
当
す
る
酒
井
工

業
（
本
社
・
京
都
市
、
仲
辻

浩
一
社
長
）
の
小
坂
敏
彦
現

場
代
理
人
は
「
当
現
場
は
車

両
、
通
勤
・
通
学
の
歩
行
者

や
自
転
車
が
多
い
地
区
。
道

路
幅
、
作
業
エ
リ
ア
も
狭

く
、
小
型
ト
ラ
ッ
ク
で
資
機

材
の
搬
出
入
し
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
工
程
管
理
が
難
し

い
。
し
か
し
安
全
第
一
に
、

第
三
者
災
害
防
止
に
全
力
を

挙
げ
て
取
組
み
、
無
事
故
で

完
成
を
目
指
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

酒
井
工
業�
無
事
故
�で

主主

張張

車
も
人
も
多
い

狭
い

�
国
土
強
靭
化
の
名
の
下
に
�と
は
？

年
末
年
始
の
主
要
紙
論
調
か
ら
①

足場架設が終わった北方貨物線高架橋

北
方
貨
物
線
高
架
橋

耐
震
補
強
工
始
ま
る

北方貨物線
高架橋

Ｍ
―
Ｃ
Ｉ
Ｍ
研
究
会
（
代

表
＝
中
馬
勝
己
・
補
修
技
術

設
計
社
長
）
は
昨
年
12
月
21

日
、
岐
阜
大
学
の
イ
ン
フ
ラ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
施
設
見
学

会
を
行
い
、
23
人
が
参
加
し

た
。
イ
ン
フ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
、
建
設
過
程
を
可
視
化

し
た
土
木
構
造
物
の
モ
デ
ル

群
で
、「
盛
土
モ
デ
ル
」「
鋼

桁
端
部
モ
デ
ル
」「
Ｐ
Ｃ
橋

モ
デ
ル
」「
ト
ン
ネ
ル
断
面

モ
デ
ル
」
で
構
成
さ
れ
る
。

同
大
の
六
郷
恵
哲
名
誉
教

授
は
見
学
会
で
、「
建
造
時

の
情
報
を
知
る
こ
と
・
現
物

を
た
く
さ
ん
見
る
こ
と
・
失

敗
事
例
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
（
知
る
・
見
る
・
考
え

る
）
が
、
技
術
者
に
と
っ
て

大
切
」
と
語
っ
た
。

参
加
者
に
は
若
手
技
術

者
も
多
く
、
初
め
て
見
る
構

造
物
の
内
部
や
、
合
成
桁
と

非
合
成
桁
の
主
桁
断
面
の
違

い
等
を
熱
心
に
見
学
。
実
際

の
モ
デ
ル
を
目
の
前
に
し

て
、
若
手
が
ベ
テ
ラ
ン
技
術

者
に
質
問
す
る
姿
も
多
く
見

受
け
ら
れ
た
。

参
加
者
の
1
人
、
山
陽
ロ

ー
ド
工
業
の
森
川
洋
介
室
長

は
「
実
際
の
モ
デ
ル
を
目
の

前
に
す
る
こ
と
で
わ
い
て
く

る
ア
イ
デ
ア
も
あ
る
。
構
造

に
つ
い
て
、
よ
り
具
体
的
な

内
容
で
議
論
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
理
解
も
深
ま

る
。
教
育
用
や
技
術
の
評
価

用
と
し
て
、
非
常
に
良
い
題

材
だ
と
感
じ
た
。
こ
れ
だ
け

の
設
備
を
実
際
に
建
造
し
た

こ
と
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な

設
備
を
造
れ
ば
よ
り
有
効
な

活
用
が
可
能
か
、
考
え
る
土

台
と
な
る
」
と
感
想
を
話
し

た
。同

大
工
学
部
付
属
「
イ

ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
」
は
、
イ
ン

フ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
を

使
っ
て
、
官
庁
や
企
業
な
ど

の
技
術
者
ら
を
対
象
に
し
た

「
社
会
基
盤
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
Ｍ
Ｅ
）
養

成
講
座
」
を
開
い
て
お
り
、

2
0
1
8
年
度
で
20
期
を
超

え
た
。
修
了
者
に
よ
る
技
術

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
産
学
官

に
広
く
形
成
さ
れ
て
い
る
。

「知る・見る・考える―が大切」

Ｍ―ＣＩＭ研 岐阜大・施設を見学

見
学
会
参
加
者

小
坂
現
場
代
理
人

小
坂
現
場
代
理
人

�
工
程
管
理
難
し
い
が
�

わ
い
て
く
る
ア
イ
デ
ア

問
題
が
判
明
し
な
が
ら
修

繕
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
自

治
体
管
理
の
橋
梁
で
、
安
全

性
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
の

か
。こ

の
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
橋
守
支
援
セ
ン

タ
ー
関
西
支
部
（
旧
・
東
大

阪
橋
梁
維
持
管
理
研
究
会
）

は
、
1
月
24
、
25
日
開
催
の

関
西
大
学
先
端
科
学
技
術
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
2
日
目
、
研

究
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
設
け
る
。

坂
野
昌
弘
・
関
西
大
学
教

授
が
今
年
度
の
活
動
を
報
告

す
る
ほ
か
、
松
田
浩
・
長
崎

大
学
教
授
が
長
崎
の
イ
ン
フ

ラ
長
寿
命
化
の
先
進
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
ま
た
森

田
千
尋
・
宮
崎
大
学
教
授
が

宮
崎
県
の
橋
梁
点
検
技
術
者

養
成
講
座
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
講
演
す
る
。

セ
ッ
シ
ョ
ン
は
１
月
２５
日

（
金
）
15
：
15
〜
17
：
15
、

関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ

ス
・
1
0
0
周
年
記
念
会
館

で
。
参
加
費
無
料
。
参
加
申

込
は
、
関
西
大
学
先
端
科
学

技
術
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
（
当
日
会
場
受
付
も

可
）。

橋
守
支
援
セ
ン
タ
�
関
西
支
部

関
大
シ
ン
ポ
で
活
動
報
告
へ

坂野教授

ア
ク
テ
ィ
オ
（
本
社
・
東

京
都
中
央
区
、
小
沼
直
人
社

長
）
は
、
冬
季
の
路
面
を
加

熱
す
る
こ
と
で
、
雪
や
氷
を

溶
か
し
た
り
濡
れ
た
路
面
を

乾
燥
さ
せ
た
り
す
る
ヒ
ー
タ

ー
を
搭
載
し
た
路
面
乾
燥
車

（
ヤ
ン
マ
ー
製
造
）を
、
直
火

タ
イ
プ
の
従
来
型
か
ら
熱
風

送
風
型
に
改
良
し
、
今
季
か

ら
レ
ン
タ
ル
を
開
始
す
る
。

担
当
の
産
業
設
備
部
高
速

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
課
の
伊
藤
学

課
長
は
、「
冬
タ
イ
ヤ
を
履

か
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
も
い
る

た
め
、
都
市
部
の
高
速
道
路

で
は
少
々
の
雪
で
も
交
通
に

影
響
が
出
て
し
ま
う
。
新
型

の
路
面
乾
燥
車
は
路
面
を
傷

め
ず
、
効
果
的
な
融
雪
・
融

氷
・
乾
燥
に
効
果
を
発
揮
す

る
。
都
市
交
通
の
冬
季
安
全

対
策
に
ご
活
用
を
」
と
話
し

て
い
る
。

問
合
せ
は
同
課
（
電
話
03

（
6
8
5
4
）1
4
1
6
）。

新
改
良
の
路
面
乾
燥
車

路
面
乾
燥
車
レ
ン
タ
ル
開
始

都
市
交
通
の
冬
季
安
全
対
策
に

極
東
メ
タ
リ
コ
ン
工
業

（
兵
庫
県
宝
塚
市
、
小
寺
悟

史
社
長
）
の
小
寺
健
史
専
務

は
12
月
21
日
、
韓
国
の
晋
州

市
に
あ
る
韓
国
施
設
公
団

で
、
日
本
に
お
け
る
鋼
橋
の

重
防
食
塗
装
な
ど
塗
装
・
防

食
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
し

た
。同

公
団
は
、
韓
国
に
あ
る

長
大
橋
を
管
理
し
て
い
る
機

関
。公

団
の
職
員
向
け
の
発
表

で
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る

有
害
物
質
の
処
理
法
な
ど
取

り
扱
い
、
塗
膜
剥
離
と
素
地

調
整
の
考
え
方
、
ブ
ラ
ス
ト

工
法
の
種
類
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
っ

た
。

韓
国
で
日
本
の
防
食
を
説
明

長
大
橋
管
理
者
に

アクティオ
亀井次長

極東メタリ
コ ン 工 業

講演の様子

（２）2019年（平成３１年）１月15日（火曜日）橋 梁 通 信第２０号（毎月1日・15日）�橋梁通信社


